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令和６年度 目黒区立田道小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年６月２２日（土） 午前９時００分～午前１０時００分 

            ・学校公開授業参観について 

・学校経営方針、主な学校行事について 

（２）第２回実施日時 令和６年１２月７日（土） 午前９時００分～午前９時３０分 

・学習発表会【第１回】について 

・これまでの学校の様子について 

（３）第３回実施日時 令和７年２月１５日（土） 午前８時４５分～午前９時２０分 

            ・四者による学校評価のためのアンケート結果について 

            ・学習発表会【第２回】について 

            ・次年度に向けて 

 

２ 参加者      学校評議員５名、校長、副校長 

 

 

３ 評価の結果等              ※四者…児童、保護者、地域の方、教職員のこと 

評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

Ⅰ 学校全体について 
・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎特に学校の雰囲気に

ついて保護者・地域

の 肯 定 的 評 価 は  

９０％以上に達し、

特に保護者の評価は

前年度より上昇して

いることから、学校

全体に対する評価は

良好である。これは

約９割の児童が学校

は楽しいと回答して

いることと関連して

おり、児童が楽しく

学校に通う姿が保護

者・地域に確実に伝

わっていることの成

果である捉えてい

る。 

・次年度は本校の特色

ある取組として、 

「１２の取組」を教育

課程に確実に位置付

け、学校と保護者・地

域が情報共有と連携

を図りながら、それぞ

れの教育力を十分発

揮する中で、児童の資

質・能力の育成を図っ

ていく。 

・児童一人ひとりの能

力を最大化する教育

が重要である。 

・今後も家庭・地域との

連携を図りながら、教

職員と児童、児童同士

の直接的な関わり合

いや、多様な体験活動

等を通して学校教育

の役割を果たすこと

を期待している。 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

Ⅱ 教育目標について 
・教育目標、時程、教育内

容全体について 

⦿保護者・地域の肯定

的評価は８０％以上

に達し、両者の評価

は前年度より上昇し

ていることから、教

育内容全体に係る評

価は概ね良好であ

る。日頃から保護者・

地域に対し、適時適

切に学校の取組等に

ついて情報発信して

いるため、これまで

以上に保護者・地域

の理解を得ることが

できたものと捉えて

いる。 

 本校では「自分の生

き方を考える子ども

の育成」を目指して

いることから、特色

ある教育活動のさら

なる充実が課題であ

る。 

・次年度はこれまでの

取組の発展として、児

童が自己の興味・関心

に基づき活動内容を

設定し、探究する時間

として「田Ｑタイム」

を年間２０単位時間

位置付け、生涯にわた

って主体的に学び続

け、自らの人生を舵取

りする力を身に付け

る。 

・児童が社会で活躍す

る２０４０年代を見

据えた質の高い、深い

学びを実現すること

により資質・能力の育

成に努めてほしい。 

・引き続き、本校の創意

工夫を最大限引き出

し、児童一人ひとりの

意欲を高め、可能性を

開花させる柔軟な教

育課程の編成・実施を

期待している。 

Ⅲ 心の教育について 
・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎児童・保護者・教職員

の 肯 定 的 評 価 は  

９０％以上に達し、

特に保護者は前年度

より１８ポイント 

上昇していることか

ら、心の教育に係る

評価は良好である。

これは校長講話（毎

週）や学校生活アン

ケート（毎月）、「み

んなの時間」（縦割り

班活動・児童集会等）

（毎週）といった取

組の成果であると捉

えている。 

 

 

 

 

 

 

 

・次年度は、道徳授業地

区公開講座において

外部講師を招聘し、児

童、教職員、保護者、

地域が「生きる権利」

「育つ権利」「守られ

る権利」「参加する権

利」といった子どもの

権利に触れながら、自

殺、不登校、いじめ等

の未然防止に向けて

考え、意見交換を行う

機会を設定する。 

 

・今後も道徳科の授業

のみならず、教育活動

全体を通して豊かな

心の育成に努めてほ

しい。特に、本校で大

切にしている異学年

交流や学校行事を通

して、児童一人ひとり

が思いやりの心をは

ぐくんでほしい。 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、 

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

Ⅳ 学習指導等について 
・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

●児童・教職員の肯定

的な評価は約９０％

を維持している。 

一方で保護者は、前

年度より約１１ポイ

ント上昇したものの

９０％には達してい

ないことから、引き

続き、授業改善に努

め、全児童に対し基

礎的・基本的な知識・

技能の定着を確実に

図る必要があると捉

えている。 

・単元デザインや４０

分授業デザインの中

で「Ｄendo 学ぶ１０

の姿（学習行動）」を

引き出す場面を意図

的・継続的に取り入

れ、「主体的・対話的

で深い学び」の実現を

図る。 

・児童が自立した学習

者になれるよう、学習

課題、学習過程、学習

形態において自己選

択・自己調整する場面

を取り入れた授業デ

ザインを工夫する。 

・児童が、直面したこと

のない課題に対して

も解決することがで

きるよう、知識・技能

の習得や思考力・判断

力・表現力の育成を図

る上でその質を高め

ていくことが重要で

ある。 

・引き続き、校内研究等

で得た学びを土台に、

さらなる授業改善に

努めてほしい。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 
・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

●高学年児童の肯定的

な評価は、低学年児

童の割合より約１０

ポイント下降してい

ることから、今後は

体力向上、健康の促

進に向けた取組を工

夫する必要があると

捉えている。 

・これまで実施してき

た「体力アップタイ

ム」や学校健康トレー

ナーによる取組内容

を、次年度は発達段階

や技能習得状況別に

応じた取組となるよ

う工夫し、児童が自己

の実態に応じて選択

して取り組めるよう

にする。 

・体力は、身体面や精神

面の充実に深い関わ

りがあり、児童の人生

を支える上で重要な

役割を担っている。 

・令和７年度はこれま

で取り組んできた体

力向上及び健康の促

進に係る取組をより

計画的に実施するこ

とを期待している。 

Ⅵ 特別活動について 
・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

⦿児童の肯定的評価は

９０％以上を維持

し、さらに教職員の

評価は前年度より約

２１ポイント上昇し

たことから特別活動

の評価は概ね良好で

ある。 

 本校では「心ゆたか

で思いやりのある

子」を教育目標に定

めていることから、

特別活動のさらなる

充実を図る必要があ

る。 

・これまで行ってきた

縦割り班活動に加え、

次年度はペア学年活

動を年間計画に位置

付けて実施すること

で、同じ地域の異年齢

の子どもたちが集う

場所としての公立学

校ならではのよさを

生かし、人と関わる喜

びや自信を獲得でき

る体験を積ませる。 

・特別活動の充実は、予

測困難なこれからの

時代を生きる児童に

必要な資質・能力の育

成に資するものと捉

えている。特に、本校

で大切にしている異

学年交流は児童の社

会性が育つ重要な取

組である。次年度以降

も発展的に継続させ

ることを期待してい

る。 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、 

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

Ⅶ 学校生活全般について 
＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

⦿肯定的評価につい

て、児童は９０％以

上を維持し、保護者

の割合も前年度より

約２０ポイント上昇

したことから、生活

指導に係る評価は概

ね良好である。 

さらに児童の健全な

成長や自立を促すた

めには、児童が意見

を述べたり、他者と

の対話や議論を通じ

て考えたりする機会

を大切にしていく必

要があると捉えてい

る。 

・学校のきまりの在り

方について、次年度

は、年度初めに教員対

象研修を実施し、指導

観の転換を図る。児童

に対しては、学校のき

まりに係る意見を表

明する場としてアン

ケート調査を行い、見

直すべき点について

は代表委員会を中心

に協議を行い、改善を

図る。 

・全児童に対し、学校が

安心して楽しく通え

る魅力的な場所とな

るよう、学校・保護者・

地域が一丸となって

取り組む必要がある。

特に、不登校児童への

支援については、引き

続き、その児童がどの

ような状態にあり、ど

のような支援を要し

ているのかを見極め、

適切な関わりや働き

かけに努めてほしい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎肯定的評価につい

て、児童・保護者は約

９５％、教職員は 

１００％と高い評価

を得た。現に避難訓

練では児童一人ひと

りが危機意識をもっ

て取り組むことがで

きており、その姿と

学校評価に乖離はな

い。また、昨年度との

比較において肯定的

評価が向上してお

り、セーフティ教室

等を含む目黒警察署

との連携の成果であ

ると捉えている。 

・日常生活の様々な場

面で、生活安全・交通

安全・災害安全の各領

域の課題を児童に自

分事として捉えさせ、

発達段階を意識した

指導及び、家庭・地域・

関係機関等と連携し

た指導を実践的に行

う。具体的には、月１

回の避難訓練及び安

全指導を児童にねら

いを示しながら確実

に実施するとともに、

目黒警察署職員や企

業と連携した取組を

行う。 

・児童が自ら進んで安

全で安心な社会づく

りに参加し貢献でき

るようになることが

重要である。 

・今後も、教育活動全体

を通して、自らの安全

を確保することので

きる基礎的な資質・能

力を継続的に身に付

けられるよう、安全に

係る取組の推進を期

待している。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

●保護者の肯定的な評

価は約２１ポイント

上昇したことから、

連携に係る取組は 

一定程度伝わってい

るものと捉えてい

る。 

一方、他項目と比べ、

肯定的評価が低い状

況であるため、引き

続き、異なる学校種

の活動についての理

解を深め、系統性の

ある指導を行う必要

があると捉えてい

る。 

・特に、低学年では、 

前期前半の教育活動

の中で、遊びを通して

思考を巡らせ、想像力

を発揮しながら、主体

的に様々な対象と直

接関わり、総合的に学

んでいくといった 

幼児期の学びの特性

を意識した視点を多

く取り入れる。 

・児童の社会性をはぐ

くむために、異年齢交

流は重要である。 

・就学前から中学校ま

での１０年間の発達

段階を見据え、それぞ

れのねらいを踏まえ

た活動を計画的に実

施することを期待し

ている。 



評価項目 
◎（成果）、●（課題）、 

⦿（成果と課題の両者を含む） 
次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

⦿肯定的評価の割合は

保護者・地域・教職員

ともに前年度より向

上し、特に保護者に

ついては１９ポイン

トも上昇したことか

ら、改善が図られて

いるものと捉えてい

る。 

引き続き、情報を受

信する側の立場を考

慮した発信時期及び

方法を工夫する必要

があると捉えてい

る。 

・学校の取組や児童の

様子が確実に伝わる

よう、次年度は今年度

の取組に加えて、保護

者連絡システムによ

るお便りの配信日の

分散や、学校公開日に

おける授業公開時間

の拡大を実施する。 

・積極的な魅力発信は

非常に大切である。例

えば情報発信の１つ

である学校ホームペ

ージが安定的に運営

されていると、児童や

保護者にとっては安

心感につながるもの

である。 

・学校ホームページの

閲覧数を把握しなが

ら、学校の特色や魅力

を的確に伝え、興味を

ひくデザインの工夫

や更新に努めてほし

い。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 
・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎教職員の肯定的評価

は１００％であり、

教員の人材育成に係

る評価は良好であ

る。 

今後も、２０４０年

代を見据えた新しい

時代にふさわしい学

校教育の実現が図ら

れるよう、指導観の

転換を図る必要があ

ると捉えている。 

・引き続き、「４０分授

業午前５時間制」で生

み出した学校裁量の

時間の一部を活用し、

外部講師を招聘した

研修や教職員同士で

学び合う時間、教材研

究等の教職員一人ひ

とりに裁量のある時

間を十分確保してい

く。 

・今後も学校管理職の

リーダーシップの下、

多様な専門性を有す

る質の高い教職員集

団を形成し、組織の力

で児童一人ひとりの

学びを最大限に引き

出してほしい。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 
・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

⦿教職員の肯定的評価

は５７ポイント上昇

したことから教員の

働き方改革に向けた

改善は図られてい

る。 

引き続き、「働きやす

さ」と「働きがい」の

両立を図っていく必

要があると捉えてい

る。 

・今年度に引き続き、教

職員対象アンケート

調査を実施し、意見を

把握した上で業務改

善を図る。また、再来

年も見据えて、働き方

改革の取組状況の「見

える化」とＰＤＣＡサ

イクルを構築する。 

・働き方改革の目的は、

教職人生を豊かにす

ることで、自己の人間

性や創造性を高め、効

果的な教育活動を行

うことである。 

・引き続き、働き方改革

を推進し、児童の主体

的な学びへの支援・伴

走といった教員の役

割を果たすことを期

待している。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 
・服務事故防止に向けた

取組などについて 

⦿教職員の肯定的評価 

は１００％である

が、服務事故は絶対

に起こしてはいけな

い事案であるとの認

識の下、今後も定期

的に服務事故防止に

係る教職員の意識を

締め直す必要があ

る。  

・次年度も服務事故防

止研修を全教職員が

受講し、事例から事故

が発生した要因を教

職員に考えさせるこ

とで、服務事故ゼロの

実現を図る。 

・教職員は、児童の成長

に大きな影響を与え

ることから、引き続

き、その職責を十分に

理解し、服務の厳正に

努めてほしい。 

 


